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琉球銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2026年 1月 28日 

 

株式会社コバキュウ サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：石井 雅之 
 

格付投資情報センター（R&I）は琉球銀行がコバキュウに対して実施するポジティブインパクトファイナンスについ
て国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合してい
ることを確認した。 

R&I は別途、琉球銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る 1。今回のファイナンスに関して琉球銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

琉球銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社コバキュウ 

所在地 沖縄県うるま市 

設立 2012 年 8 月 

資本金 600 万円 

事業内容 ・産業廃棄物処理業 

（汚水脱水・造粒固化施設・油分分離施設） 

・産業廃棄物収集運搬事業 

・貯水槽清掃 

・油水分離槽清掃（グリストラップ） 

・側溝清掃 

・泥水タンク（各種レンタル） 

・一般建設業 

（土木工事業 とび・土木 しゅんせつ 石工事 水道施設 鋼構造物解体 舗装 塗装） 

売上高 509 百万円（2025 年 7 月期） 

従業員数 16 名（2025 年 7 月末時点） 

 

(2) インパクトの特定 

琉球銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリューシ
ョンネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

 

 
12025 年 9 月 30 日付セカンドオピニオン「琉球銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/09/news_release_suf_20250930_jpn_1.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/09/news_release_suf_20250930_jpn_1.pdf
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(3) インパクトの評価 

琉球銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、琉球銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

① 産業廃棄物収集・運搬、処理の高度化を通じた資源循環型社会への貢献 

インパクトの種類 自然環境的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトエリア 「水域」「土壌」「生物種」「生息地」「資源強度」「廃棄物」 

関連する SDGs 

    

内容・対応方針 ・設備の導入等による有機汚泥と含油汚泥の処理量を増加し、産業廃棄物収集・運

搬、処理を通じて、沖縄県内の資源循環に貢献する 

目標と KPI 

・2028 年 7 月期までに売上高 600 百万円を達成する 

 （2025 年 7 月期 売上高 509 百万円） 

・2028 年 7 月期までに有機汚泥の受入量を 605 トンに増やす 

 （2025 年 7 月期 有機汚泥受入量 454 トン） 

※いずれも 2029 年 7 月期以降の目標は改めて設定する 

 

② 事業活動における環境負荷低減に向けた取り組み 

インパクトの種類 自然環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトエリア 「資源強度」「廃棄物」「気候の安定性」 

関連する SDGs  
 

  

内容・対応方針 ・職員への啓発やエコドライブの実践、設備更新等を実施し、同社廃棄物量の削減と

軽油使用量の低減を図る 

目標と KPI ・2030 年 7 月期までに軽油使用量を 2025 年 7 月期比 5%削減する 

 （2025 年 7 月期：軽油使用量 150,112L） 

・2030 年 7 月期までに一般廃棄物量を 2025 年 7 月期比 5%削減し、再資源化率

を 10%高める 

 （2025 年 7 月期：一般廃棄物量 261.8 ㎏、再資源化率 43%） 

・2030 年 7 月期までに産業廃棄物量を 2025 年 7 月期比 5%削減し、再資源化率

を 10%高める 

 （2025 年 7 月期：産業廃棄物量 6,304 ㎏、再資源化率 53%） 

※いずれも 2031 年 7 月期以降の目標は改めて設定する 
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③ 働きがいのある職場づくりの実現 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

社会的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトエリア 「雇用」「健康及び安全性」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針  売上高の増加による利益金額の増加を実現し、従業員給与の引き上げを行う 

 残業時間や勤怠管理を細かく確認することで、従業員一人一人の課題を把握し、

残業時間の削減や有給休暇取得率の向上を図る 

 業務に必要な資格・免許の取得を支援する 

目標と KPI ・2028 年 7 月期までに月間平均残業時間を 2025 年 7 月期比 50%削減する 

 （2025 年 7 月期：11.6 時間） 

・2028 年 7 月期までに有給休暇取得率を年 15%ずつ向上させ、取得率 65%以上と

する 

 （2025 年 7 月期：19%） 

・大型自動車免許、車両系建設機械技能講習、酸欠危険作業（2 種）、フルハーネ

ス特別教育のいずれかの資格・免許を 2028 年 7 月期まで毎期延べ 4 名以上取

得する 

 （2025 年 12 月時点の各資格取得者数：大型自動車免許 13 名、車両系建設機

械技能講習 13 名、酸欠危険作業（2 種）1 名、フルハーネス特別教育 1 名） 

※いずれも 2029 年 7 月期以降の目標は改めて設定する 

 

(4) モニタリング 

琉球銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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